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町
内
で
結
婚
披
露
宴
を

行
う
人
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
内
で
結
婚
披
露
宴
を
行
う

人
に
、
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
対
象
者
／

①
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
町
内
で
結

婚
披
露
宴
を
行
う
人

②
出
席
者
が
50
人
以
上
の
結
婚
披
露
宴
を

行
う
人

③
同
一
世
帯
に
お
い
て
町
税
等
の
滞
納
が

な
い
人

●
奨
励
金
の
額
／

①
町
内
で
行
う
結
婚
式
お
よ
び
結
婚
披
露

宴
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
地
元
事
業
者

を
利
用
し
た
経
費
の
2
割
の
額
（
上
限
は

30
万
円
）

②
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
に
は
20
万
円
を

加
算

●
申
請
期
間
／
4
月
1
日N

か
ら
平
成
29

年
3
月
17
日N

※
申
請
は
、
必
ず
結
婚
披
露
宴
の
2
週
間

前
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

●
申
請
方
法
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
本
奨
励
制
度
の
詳

細
を
説
明
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
／

商
工
雇
用

推
進
係\

内
線
234
・

235　

防
災
行
政
無
線
の
受
信
機
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

町
で
は
、
地
震
、
津
波
な
ど
の
災
害
時

の
緊
急
通
報
や
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
防

災
行
政
無
線
に
よ
り
各
家
庭
に
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

新
た
に
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
、

新
築
さ
れ
た
ア
パ
ー
ト
に
転
居
し
た
人
、

結
婚
な
ど
独
立
し
て
新
た
に
住
宅
を
建
築

し
世
帯
主
と
な
っ
た
人
な
ど
へ
無
料
で
受

信
機
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
危
機
対
策
係

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
を
取
り
壊
し
、
町
外
へ
転

出
す
る
人
は
、
必
ず
受
信
機
を
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
危
機
対
策

係\

内
線
223
・
224

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
、
北
海
道
立
心
身
障
害

者
総
合
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
が
、
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
18
歳
以
上
の
人

が
療
育
手
帳
の
申
請（
再
判
定
）を
行
う
と

き
は
、
総
合
相
談
所
の
判
定
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
／

①
6
月
14
日C

・
15
日V

②
9
月
13
日C

・
14
日V

③
11
月
29
日C

・
30
日V

●
場
所
／
サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
く
し
ろ

（
釧
路
市
鳥
取
南
7
丁
目
2
番
20
号
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
障
害
福
祉

係\

53^

3
3
3
3

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
国
の
制
度
で
す
。

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

対
象
と
な
る
児
童
の
父
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で

す
。

　

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
認
定
請
求
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
や
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
は
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
ほ

か
、
施
設
入
所
等
を
し
て
い
る
場
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
障
害
福
祉
係\

53^

3

3
3
3

防
災

福
祉
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ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

事
業
を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
域
の
振
興
や
活
性
化
を
目

的
と
し
た
事
業
を
支
援
す
る
『
ま
ち
お
こ

し
事
業
』
の
平
成
28
年
度
分
の
補
助
金
要

望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル

ー
プ
や
団
体
な
ど
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
業
内
容
や
提
出
書
類
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
締
め
切
り
後
で
あ
っ
て
も
事
業

の
計
画
を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
事
業
／
地
域
・
団
体
間
交
流
、
地

場
産
品
等
の
調
査
研
究
・
販
路
拡
大
、
観

光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
研
究
・
実
施
、
文
化
・
芸
術
等
の
伝

承
、
人
材
養
成
な
ど

●
締
め
切
り
／
4
月
28
日B

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
調
整
係\

内
線
232

・
233

『
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
』

協
力
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
6
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
附
金
）の
寄
附
者
に
対
し
て
、
厚
岸
町

の
P
R
や
販
路
拡
大
を
目
指
し
、
地
元
の

特
産
品
な
ど
を
返
礼
品
と
し
て
贈
る
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
返
礼
品
を
贈
る
た
め
に
は
、
町
内

の
生
産
者
・
製
造
者
・
販
売
店
の
皆
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
協
力
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
4
月
12
日C

15
時
・
18
時

●
場
所
／
役
場
2
階
大
会
議
室

●
参
加
申
込
期
限
／
4
月
11
日X

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
総
務
係\

内
線
212
～
214

奨
学
金
貸
与
制
度
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
進
学
す
る
場

合
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
が
困
難

な
人
を
対
象
と
し
た『
奨
学
金
貸
与
制
度
』

が
、
4
月
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
変
更
点
／

①
看
護
系
大
学
お
よ
び
看
護
学
校
等
に
在

学
す
る
人
へ
の
月
額
貸
与
上
限
を
7
万
円

に
変
更

②
右
記
の
学
校
を
卒
業
後
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
と
し
て
町
内
の
医
療
機
関
に

就
職
し
た
場
合
は
返
還
を
免
除

●
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
／
教
育
委

員
会
総
務
係

\

内
線
352
・

353　家
庭
に『
太
陽
光
パ
ネ
ル
』の

設
置
を
行
う
人
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
4
月
1
日
以
降
に
町
内
で
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

人
に
、
上
限
15
万
円
（
発
電
シ
ス
テ
ム
1

Ｋ
Ｗ
あ
た
り
3
万
円
に
太
陽
電
池
の
最
大

出
力
値
を
乗
じ
た
額
）
の
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

奨
励
金
は
、
厚
岸
町
商
工
会
が
発
行
す

る
ほ
ほ
え
み
商
品
券
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
／
4
月
1
日N

か
ら
12
月
22

日B●
申
請
方
法
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
本
奨
励
制
度
の
詳

細
を
説
明
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
商
工
雇
用
推
進
係\

内

線
234
・
235

ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
納
税

制
度

ご存じですか？
『学生納付特例制度』

国民年金

　20歳以上の人は、学生であっても国
民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の人は一般的に所得が
少ないため、本人の所得が一定額以下
の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される『学生納付特例制度』があります。
　申請した月から 2年 1カ月前までの
期間について申請ができますが、申請
が遅れると不慮の事故などで障がいが
残った際に、障害年金を受け取ること
ができない場合がありますので、希望
する人は毎年 4月から 5月までに手続
きをしてください。
　納付猶予された期間の保険料は、10
年以内であれば後から納めることがで
きる『追納制度』を利用されることをお
勧めします。

 【申請に持参いただくもの】

 ・年金手帳

 ・学生証（コピー可）または在学証明書

 ・印鑑

●申し込み・問い合わせ／町民課保険

医療係　内線118～121、釧路年金事務

所　0154-22-5810





ゆうよ

し
ま
す

わ
せ
／


